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修士論文要旨
【問題と目的】
　身体醜形懸念は，ボディイメージの下位概念の一つであ
り，認知的側面，感情的側面，行動的側面などから構成さ
れる多面的な概念とされている（Littleton, Axsom, & 
Pury, 2005）。しかしながら，身体醜形懸念の行動的側面
については，未だ十分に検討がなされていない。すなわち，
身体醜形懸念を有する者が日常生活においてどのような対
処行動を呈しており，それがどのような影響を及ぼしている
のかが明らかにされていないことが課題である。そこで本
研究では，身体醜形懸念の理解と有効な心理的介入の考案
に示唆を与えるため，身体醜形懸念の行動的側面を測定す
ることに特化した尺度の作成（研究１）と，身体醜形懸念の
行動的側面が，その他の側面，および心理社会的適応に及ぼ
す影響について検討する（研究２）ことを目的とした。
【研究１】
　まず，大学生・大学院生178名を対象に自由記述式調査を
行い，容姿に対して懸念や心理的苦痛などを体験した際に
用いている対処行動を抽出した。その後，臨床心理学を専
攻する大学院生４名でKJ法に準じた方法を用いて，対処行
動を66項目に整理・統合した（Coping Behavior for 
Appearance Concern Scale試案：CBACS試案）。
　次に，大学生229名を対象にCBACS試案による質問紙調
査を行い，探索的因子分析を行った。その結果，CBACS
は，生起頻度と機能の二つの側面から測定可能であり，２
因子構造22項目の尺度であることが確認された。第１因子
は，「回避的な対処行動」，第２因子は「適応的な対処行動」
と命名した。
　さらに，大学生165名を対象にCBASCについて妥当性と
信頼性を検討したところ，許容範囲の尺度の妥当性と，内
的整合性が確認された。また，そのうちの72名に対して
CBACSを１カ月の間隔を空けて行ったところ，許容範囲
の再検査信頼性が確認された。
【研究２】
　大学生158名を対象に，CBACSを含む質問紙調査を行
い，身体醜形懸念の行動的側面である回避的な対処行動お
よび適応的な対処行動が，身体醜形懸念の認知的側面，感
情的側面，および心理社会的適応に及ぼす影響について，
重回帰分析を用いて検討した。その結果，主に回避的な対
処行動の生起頻度が，身体醜形懸念の認知的側面，感情的
側面，および心理社会的適応にネガティブな影響を及ぼし
ているのに対し，適応的な対処行動の機能は，身体醜形懸
念の認知的側面，および心理社会的適応に対してポジティ
ブな影響を及ぼしていることが確認された。
　次に，身体醜形懸念を有する者が心理社会的に適応的な
日常生活を送るための心理的介入の考案に示唆を与えるた
め，回避的な対処行動を有しながらも，同時に適応的な対
処行動のレパートリーを有していることで，身体醜形懸念
の認知的側面，感情的側面，および心理社会的適応へのネ
ガティブな影響を緩和することができるかどうかについて
検討を行った。すなわち，回避的な対処行動が単独で身体
醜形懸念の認知的側面，感情的側面，および心理社会的適
応に及ぼす影響と，回避的な対処行動と適応的な対処行動
の交互作用が，身体醜形懸念の認知的側面，感情的側面，
および心理社会的適応に及ぼす影響を，重回帰分析を用い
て比較検討した。その結果，回避的な対処行動単独では，
身体醜形懸念の認知的側面，感情的側面，および心理社会
的適応に対してネガティブな影響を及ぼしているのに対し
て，回避的な対処行動と適応的な対処行動の交互作用は，
ネガティブな影響が緩和される，あるいはポジティブな影
響に転換することが確認された（Table 1）。
【総合考察】
　本論文において，身体醜形懸念の行動的側面を測定する
ことに特化した尺度であるCBACSが開発され，許容範囲
の信頼性と妥当性を備えていることが確認された。また，
先行研究で十分に明らかにされてこなかった，身体醜形懸
念を有する者における具体的な行動的側面を，回避的な対
処行動と適応的な対処行動の二つの側面から抽出すること
ができた。その結果，身体醜形懸念を有する者に対して心
理的介入を実施する際，必ずしも回避的な対処行動を修正，
軽減するアプローチだけでなく，適応的な対処行動を適宜
形成，拡充するアプローチを行うことによって，身体醜形
懸念を緩和したり，身体醜形懸念を有しながらも心理社会
的に適応的な日常生活を促進できる可能性が示唆された。
Table 1　対処行動の交互作用が抑うつに及ぼす影響
身体醜形懸念の行動的側面とその影響
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B BSD β p
回避的な対処行動（機能） .811 .292 .465 .0
回避的な対処行動（機能）*適応的な対処行動（機能） －.024 .007 －.616 .0
R²＝.084, ΔR²＝.075, p≦.001
